
Rebro よくある質問 

 

 更新日：2018/08/09 Rebro2018対応  角ダクトの局部タイプを変更するには 

Q 角ダクトの局部タイプを変更するには 
  

A コンテキストメニューで局部タイプを変更します 
 

角ダクトのエルボや T字分岐を作図する途中に右クリックでコンテキストメニューを表示し、[局部の変更]タブを指定しま

す。分岐形状に合わせた局部名がリストに表示され、変更したいタイプを選択します。 

 

エルボ 

1 
曲がりの作図時にコンテキストメニューを表示しエルボの局部を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エルボ 

曲率や揃えを指定して作図することがで

きます。 

 

※一度部材や数値を変更すると同じ設

定で作図することができます。 

 



Rebro よくある質問 

 

p. 2  角ダクトの局部タイプを変更するには 

2 
作図後に、エルボの形状を変更する場合、エルボのプロパティまたは部材の編集の[曲がり形状]で変更します。 

 

≪プロパティ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪部材の編集≫ 
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p. 3  角ダクトの局部タイプを変更するには 

T字分岐 
1 枝ダクトの作図時にコンテキストメニューを表示し[局部の変更]からタイプを選択します。 

 
 
 
 
 
 

 

2 
枝ダクトの作図後に、分岐形状を変更することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

割込み 

曲率、下端からの高さや揃えを指定して

作図できます。 

ドン付け（ホッパー） 

ホッパーの長さ、膨らみ、下端からの高さ

や揃えを指定して作図できます。 

T字分岐(内角) 

下端からの高さ、分岐の長さや揃えを指

定して作図できます。 

※一度部材や数値を変更すると同じ設定

で作図することができます。 

 

ドン付け 

下端からの高さと揃えを指定して作図で

きます。 

T字分岐(内直) 

下端からの高さ、分岐の長さ、膨らみや揃

えを指定して作図できます。 


